
統
合
小
学
校（
三
和
地

区
の
４
校
）
建
設
予
算

を
計
上
し
な
い
理
由
は
。

町
長

補
正
予
算
で
も
対
応
で

き
る
。
住
民
す
べ
て
賛
成
で

な
く
、
対
立
は
さ
け
た
い
。

計
画
策
定
ま
で
の
経
緯

は
。

教
育
長

平
成
18
年
、
19
名
の
委

員
で
学
校
再
配
置
検
討
委
員

会
を
設
置
。
答
申
を
受
け
、

19
年
９
月
、基
本
方
針
策
定
。

三
和
地
区
は
16
回
の
住
民
説

明
会
を
開
催
。

計
画
が
前
進
し
な
い
原

因
は
何
か
。

教
育
長

来
見
小
学
校
の
児
童
進

計
が
、
19
年
当
時
は
「
複
式

学
級
」
に
な
る
と
の
状
況
判

断
で
な
か
っ
た
。
団
地
開
発

構
想
も
か
ら
み
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、
ブ
レ
が
生
じ

た
。　

説
明
会
で
「
統
合
反

対
」
の
声
が
大
き
け
れ
ば
、

統
合
推
進
に
理
解
を
示
す
声

を
充
分
反
映
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
る
。
説
明
不
足
を

反
省
し
、
合
意
に
向
け
努
力

す
る
。

統
合
推
進
へ
の
予
定

は
。

教
育
長

議
会
終
了
後
、
三
和
４

小
学
校
区
で
説
明
会
を
開
催

す
る
。
平
成
23
年
度
統
合
へ

向
け
、
全
力
を
傾
け
る
。

団
地
開
発
と
教
育
問
題

は
分
離
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

19
年
当
時
の
来
見
小
学

校
児
童
数
推
計
と
現
時
点
で

は
、
違
っ
て
き
た
。
出
生
数

よ
り
流
出
人
口
が
増
え
て
い

る
。　

教
育
的
配
慮
を
優
先

し
、
団
地
開
発
と
は
分
け
て

Ｑ

平成2�年度統合へ全力答
片山元八郎議員

問

考
え
た
い
。

町
長
は
、

団
地
開
発

に
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
講
じ
る
と

述
べ
た
が
、
統

合
問
題
も
か
ら

め
る
の
か
。

町
長

教
育
問

題
と
は
、
分
離

す
べ
き
と
考
え

る
。

国
の
緊
急
経
済
対
策
に

応
じ
て
、
景
気
対
策
に

取
り
組
め
ば
、
そ
の
結
果
、

借
金
が
増
え
る
。

　

本
年
度
予
算
で
は
、
自
主

財
源
が
、
８・
４
％
減
少
し
、

町
税
も
１・
３
％
減
少
し
て

い
る
。
財
政
基
盤
を
、
ど
う

確
立
す
る
の
か
。

町
長

引
き
続
き
財
政
基
盤
の

確
立
に
取
り
組
む
。
国
も
２

〜
３
年
は
地
方
に
厚
い
政
策

を
と
る
と
思
う
の
で
そ
の
間

に
、
大
き
い
事
業
に
取
り
組

み
た
い
。

ＱＡ

財政健全化に取り組む答
松本彰夫議員

問 学校統合を急げ財政基盤の確立は

新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
ふ
れ
あ
い
号
の

停
留
所
ま
で
出
ら
れ
な
い
人

の
対
策
は
。

企
画
課
長

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を

使
っ
て
出
て
も
ら
う
か
、
雇

用
対
策
と
し
て
、
輸
送
対
策

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

加
入
の
促
進
が
大
切
だ

が
、
具
体
的
な
説
明
会
の
取

り
組
み
は
。

企
画
課
長

業
者
の
選
定
を
行
い
、

い
て
、
必
要
な
場
合
は
検
討

す
る
。

Ｑ

臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ

い
て
は
過
去
二
回
に
わ

た
っ
て
た
だ
し
て
き
た
。

　

今
ま
で
の
答
弁
は「
半
減

を
目
途
に
し
た
い
」「
前
年

度
を
上
限
値
と
し
て
削
減

す
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
７
千
万
円
台
、
８
千
万

円
台
と
年
々
上
昇
し
、
21
年

度
で
は
１
億
６
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

賃
金
も
人
件
費
で
あ
り
、

こ
れ
に
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長

何
も
指
示
し
な
か
っ
た

ら
年
々
上
が
っ
て
い
く
傾
向

に
あ
る
。

　

計
画
を
立
て
、
今
年
は
こ

れ
で
い
く
と
い
う
指
示
が
必

要
だ
。
私
が
指
示
を
だ
し
そ

れ
を
実
行
す
る
。

行
財
政
健
全
化
計
画
が

21
年
度
で
終
る
。
新
計

画
の
策
定
は
。

町
長

行
財
政
健
全
化
改
革

は
必
要
で
あ
り
、
県
の
指
導

が
な
く
て
も
独
自
で
策
定
す

る
。

農
産
物
の
安
全
・
安
心

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現

在
、
無
農
薬
栽
培
、
有
機
農

業
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

　

国
も
法
律
を
制
定
し
、
基

本
方
針
を
策
定
、
主
要
施
策

を
決
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
呼
応
し
、
町
と
し

て
の
条
件
整
備
が
必
要
で

は
。

町
長

有
機
農
業
者
の
芽
を
将

来
に
向
け
て
成
長
を
促
す
よ

う
な
施
策
を
実
行
し
た
い
。

特
に
小
規
模
集
落
で
の
推
進

が
有
効
と
思
う
。

Ｑ

削減の指示をして実行答
瀬尾征爾議員

問

造
成
か
ら
販
売
ま
で
の

大
役
を
担
っ
た
組
合

が
、
僅
か
１
年
４
ヶ
月
で
解

散
し
た
。
町
長
の
心
境
は
。

町
長

メ
ン
バ
ー
は
会
社
の
経

営
者
で
あ
り
、
信
頼
し
て
臨

ん
だ
。

　

な
し
崩
し
的
に
解
散
し
た

の
は
、
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う

と
い
う
傍
観
者
的
な
人
が
殆

ど
だ
っ
た
こ
と
が
起
因
し
た

と
受
け
止
め
て
お
り
、
慚
愧

に
耐
え
な
い
。

　

世
界
同
時
不
況
で
販
売
が

極
め
て
困
難
と
思
え
る
が
、

Ｑ

販売は新組織で答
小林　貢議員

問 一億円超の賃金に
メスを

Ａ

Ｑ

井関開発の今後は

不
動
産
で
も
あ
り
、
目
減
り

す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

好
機
が
く
る
事
を
期
待
し
、

町
が
工
事
の
総
て
を
行
う
。

計
画
上
で
の
ブ
ラ
ン
ク

も
生
じ
た
。
厳
重
な
顛

末
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

建
設
業
界
も
大
変
な
時

期
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、

責
任
追
及
も
し
て
い
な
い

し
、
求
め
る
気
も
な
い
。

今
後
の
事
業
推
進
は
。

町
長

販
売
は
町
で
行
う
わ
け

に
い
か
な
い
の
で
、
宅
建
業

者
・
地
域
住
民
な
ど
加
え
、

専
門
的
に
や
っ
て
頂
く
組
織

づ
く
り
を
水
面
下
で
検
討
し

て
い
る
。

　

町
有
地
の
木
材
利
用
・
大

工
・
左
官
業
の
仕
事
提
供
な

ど
あ
ら
ゆ
る
施
策
・
ア
イ
デ

ア
な
ど
を
結
集
し
て
取
り
組

み
た
い
。

い
つ
新
組
織
を
つ
く
る

の
か
。

町
長

な
る
べ
く
早
急
に
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ ＱＡ

ＡＱＡ

ＱＡ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＱＡ

具
体
的
な
計
画
が
で
き
て
か

ら
、
加
入
促
進
に
向
け
て
の

説
明
会
を
行
う
。

長
時
間
保
育
な
ど
、
保

育
所
の
充
実
が
望
ま
れ

て
い
る
が
、
保
育
士
の
増
員

が
必
要
で
あ
る
。
臨
時
職
員

で
は
来
る
人
も
い
な
い
。
町

職
員
の
保
育
士
を
採
用
す
べ

き
で
は
。

副
町
長

指
定
管
理
者
に
よ
る
運

営
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
保

護
者
と
の
同
意
も
必
要
で
あ

る
し
、
こ
れ
は
検
討
課
題
で

あ
る
。
保
育
士
の
採
用
に
つ

ＱＡ

Ａ

Ａ

ＡＡ Ｑ
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